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１．はじめに 

蛇口を捻れば水が出るのは当り前

となった今日、断水して工事をすることが難しく

なり、通水状態のままで施工できる工法を使う機

会が増えてきました。今回は不断水分岐について

説明します。 

 

２．不断水分岐とは 

 水道管を断水することなく、工事を行う施工方

法を広く「不断水工法」と呼びます。 

 不断水工法には、本管から給配水のため、枝管

の取出しを行う「分岐工法」と、本管の切断部に

仕切弁やプラグ、ストレーナーなどを挿入する「イ

ンサーテイング工法」があります。 

 止水の方式の違いにより、｢バルブと補助金具を

利用して機械的に止水する方法｣と、「枝管の管内

水を液体窒素などの低温媒体で凍結させて栓とす

る凍結工法という方法」もあります。 

 凍結工法は、小口径給水管の漏水修理や補修弁

に異常のある消火栓の取替え工事など、短時間か

つ限定的に止水することで、本管の断水を防いで

施工する方法として用いられています。 

 歴史的に見ると、不断水工事は給水用の小口径

管（φ13～φ25）を本管から取り出す工法として

取り入られ始めました。分岐口径φ50以上につい

ては、国内では昭和 34年頃に割Ｔ字管が開発され

たことから実用化されました。 

 

３．不断水工法の原理と工程（大中口径の場合） 

 付図にて不断水分岐の原理と工程を示します。 

① 本管に割Ｔ字管を取付け固定する。 

② 仕切弁と穿孔機を取り付ける。 

③ 仕切弁を開けて、カッターを前進させ、本管

を穿孔する。 

④ 貫通したら穿孔機のドリルを元に戻し、仕切

弁を閉じる。 

⑤ 穿孔機を外して分岐側の配管を接続し、弁を

開いて通水する。 

なお、本管側が有圧であるため、切片や切屑は

ドリルやドレーンを工夫することで外部に排出さ

れます。 

（出典：水道技術ジャーナル 2008年 1月） 

Ｑ 不断水分岐工法について教えてください 

 


